
特定非営利活動法人風雷社中
2019年度 事 業 報 告 書

2019年 4月 1日  から  2020年 3月 31日まで

1 事業実施の方針
(1)障害を持つ人への支援事業

○当事者が必要とするサービスの提供が社会を変えていく
「支援の一般化」を基本として事業展開を進めていく。

①支援事業 風 :fuu

支援者導入や求人に関して 
。新規求人を一旦ス トップ

積極的な求人戦略を取りやめた結果、支援者総数は減少だが
求人・導入コス トの削減になつた。

・既存支援者のスキルアップや研修を進めていく

不十分であるが、支援者が絞られたため、1人 1人の

支援者へのアプローチは強くなつた。
研修としてはほぼ進められていないる。

・ケースワークスキルの強化をはかる

後期より支援計画や手順書など整備にかかるが、
一部の利用者対応のみで全体としてはまだ不十分。

・既存支援者、既存利用者の稼働を拡大して増収をはかる

この施策で法人収支としては大幅に増収となつた

◆成果 :

o利用者数 (登録ベース):当初94名から期末92名
・若干減少となつているが新規契約はあり、

利用者入所と死去での減少となる。

o登録支援者数 (稼働ベース):当初63名から期末49名
・創業以来、大幅に減少となつたが

継続的に稼働できるヘノレく―が安定して残る形となつた。

逆に雇用契約したが定着しなかつた′ヽプリ (―が

多数退職 (フェー ドアウ ト含む)となつた。

o重度知的障害者自立生活支援の支援体制
・Fさん :安定傾向に向かつている支援体制だが磐石ではない
。Sさん :風 :仙uからは3名導入。担当は増えたが全て常動職員であり

既存支援もある中、対応枠としては厳しい体制となつている。



o支援事業 紅のコンサルティング

順調に成長を続ける。

コンサルティングとして契約終了の検討があつたが、1年間契約延長。

◆課題 :

o支援中の トラブル :

・登録支援者対応ガイ ドヘルプでの虐待があり (利用者を殴打 )

昨年度も虐待事案があり、虐待防止の取り組みが至急必要である。

・居宅支援での服薬ミスが発生。手順の見直しを行つた。

o支援者について
。今期は増収やコス トカットのため、新規求人を停止していたが

支援者自体は減少傾向にあるため、事業拡大・継続のためには

効果的な求人再開が必要となる。

・支援者のス トレスケアが必要。

今期はケアが必要な支援者が数名あり。

o利用ニーズヘの対応 :

・支援対応が難しいケースヘの支援者導入が進まない

虐待事案で常勤職員が対応することになり、より導入が難しくなつた

②相談をめぐる冒険 
「その人とともに、その人がよりよい人生を生きるための資源を求めて、冒険にでかける」

というミッションを持つて、日書当事者と社会を架橋していく。

2019年度中での事業休止と契約者の別事業所への移管を予定していたが、進まず。

次年度も続いた形での縮小を模索。

③TFuNS:n`ARD運 営=重度知的障害者の自立生活支援

支援の提供にとどまらず、当事者の周辺にコミュニティを構築していくことに主眼を置き活動す

る。

・ トランジットヤー ド運営に関しては物件からの立ち退きを行つたため

2019年7月 6日をもって終了。

・知的障害者自立生活支援についての取り組みとして、FGC(フアミリー・グループカンファレ

ンスう)の再開のための会議を実施

④その他 
計画的に障害者支援に必要な学習活動をおこなう。

内部研修の実施、外部研修への参加をする

2019年 10月虐待防止研修 
ビデオ・アーカイブも作成。

参加者 17名



緊急―時保護事策を検証し、1特定利用者の利用に協力する。

所有車両による移送 (ボランティア)。

※担当スタッフ

・常勤スタッフ 6名 (支援事業風 :fuu 5名 、相談をめぐる冒険 1名 )

・非常勤スタッフ2名 (支援事業風 :fuu l名、事務局 1名、相談 1名 )

・支援事業風 :fuu登録スタッフ 67名

(2)ニート・フリーター・ダブルワーク支援事業
○継続案件を除き今期は休止.撤退を含め今期検討.

①TransitC“+Coloに運営 廃止
。多様なイベント実施を通じた、幅広く綴やかなネットワークの構築を継続する.

人材確保の機会とすると共に、法人の目的実施の一端として展開していく。

バリアフリー社会人サークルCo:orsへの委託は終了

それに伴い上記事業の内容での協力も終了となる。

②その他
・居宅介饉事業所起業支援

支援事業風fuuに 関わりのある若者が居宅介護事業所を起業する場合に資金面、アドバイ

ス等の支援をする。今年度も新規対象者はなかつた。

・居宅介穫事業所コンサルテイング

起業支援で起業した事業所の総合的なコンサルティング

合同会社朱紅と締結中※契約は2019年 9月末更新。

支援費X3%に下げての継続を決定したが、コロナウイルス関連の状況を鑑みて

2020年 2月 より無期限凍結でこちらより提案し継続中。

。生活因窮者の実態と支援状況の学習と実際のケース検討

実施なし

(3)地域ネツトワーク化支援事業 (他団体との連携)

「支援の一般化」を進めていく為に、他団体との連携、協力を中心に、

地域での障害福祉活動 。NPO活動等との地域ネットワーク化を支援していく。

①HASUNUMA‐BASE運営 
・ 2021年での物件契約終了に向けて、風雷社中の拠点機能の縮小。

②連携団体 (活動)
・インターネットラジオOpenSession
2020年度に再開の予定を確認

③協力団体 (活動)
・大田区障害者権利条例案を作る会

がメンバーとして参画継続中

・DETフオーラム

HASUNUMA‐BASEを法人所在地として使用。



DET普及になどについて協力していく。
・大森コラボレーシヨン

が法人理事として参画。
④加盟組織
。大田区自立支援連絡会
。大田NPO活動団体交流会
。おおた市民活動推進機構
。アースデイ実行委員会
・こやていの存続を求める会

⑤地域で協力関係にある機関
・大田区自立支援協議会

 専門部会委員)

。OCnet

 事務局 )

。レガー トおおた

 理事)

・大田ネットワーク

 発行人・消費者団体連絡会担当)

。大田区、日黒区、三浦市、伊勢崎市

⑥地域で協力関係にある店
・レバーランド・PIZZAl工 ND
o HidamariCafe

・佐々木商店 にこまる三代目
・Bassy7 ちバル みつるちやん 里 豚番長
※

(4)障害福祉書発事業 ※風雷単独事業 
①ガイドヘノ″く―から始めようキヤンペーン 実行委員として参加。事務局を担う。
②重度知的障害者の自立生活支援報告会等の活動報告会
日本社会福祉弘済会2019年度助成を受け、全国の実施状況インタビュー調査と京都立命館大学で
の報告会を実施。東京大学での報告会も予定するが、新型コロナウイルス感染拡大防止施策の影
響で2020年度5月 に延期してOnline実施)。

③障害平等研修の受託と主催による実施。

曹洞宗でのDET研修実施 (5回 )。 2020年 1月 -3月 は新型コロナウイルス感染拡大防止施策の影ロ
で予定していた研修 (3回)が中止。
DETフォーラムとの連携。DETファシリテーター養成研修の事務協力を実施。
④HP運営

⑤B!og、 Twiter・ Facebook等の運用

⑥その他

(5)介饉人材の育成に関する事業 
①ガイ ドヘルバー養成講習の開催を資金確保が困難なため



今年度は中止、もしくは年 6回から大幅に縮小予定。

担当者チームに対し、資金調達を含め「高齢者対象」の研修実施を提案し、検討中。
※

(全体統括 )

(都申請、会場手配、講師手配、準備当日コーディネー ト)

(進捗管理、会計庶務 )

(6)その他 
o三浦事務所 (1)～ (5)の主に広域な展開に関する事業と三浦半島での福祉事業の展開 (半島

過疎地域の福祉等による活性化)

。三浦事務所、オーナーの意向 (物件の取り扱い内容の変更)で、2019年3月末で終了
。パリアフリー社会人サークルcoio"との連携協同、終了 (DE■刑事等は状況により委託あ

り)。
。健康スロービッチソフトボール :マリーンズみうらとの連携 (月 2回線習会実施)

。三浦市内地域の人たちと映回「道草」三浦上映会実行委員会を立ち上げ (上映会は新型コロナ

ウイルス感染拡大防止施策の影日で無期延期)(
o差別を許さない社会づくり、および人権擁饉のネットワークと障害福祉領域の連携

①沖縄差別を許さない活動

②移住者の権利擁護と多文化共生にむけた活動

③ヘイトスピーチに反対する活動

2 事業の実施に関する事項 
特定非営利活動に係る事業

事業名

内 容 実 施

日 時

口■
,そ
■Eヨ

ウ万

施

所

従事
=1ヨ

の人

数

受益対象者

の範囲及び

人数

支出額

(千円)

(1)

障害を持
つ人への

支援事業

①支援事業 風
:fuu

②相談をめ ぐる

冒険

③TFυ NヽSITYIAR

D運営

2019年4月 1

日

から

2020年3月 31

日

大田区及びそ
の周辺地域

120
々
イコ

障害を持つ

人5000人

(のべ人 )

61121

(2)

ニー トフ

リーター

ダブル

ワーク支

援事業

①TRANSITCAF
E+Colors運 営・

改装

②KAMATA・
JUNCT10N
③その他

2019年4月 1

日

から

2020年3月 31

日

大田区及びそ
の周辺地域

1名 ニート・フ

リーターな
どの若者

319



(3)

蠅力蒙ネッ
トワーク
化支援事
業

①HASUNUMA―
BASE運営

②連携団体 (活

動 )

③協力団体 (活

動)

④加盟組織

⑤その他

2019年4月 1

日

から

2020年3月 31

日

大田区及びそ
の周辺地域

5名 不特定多数
の地域一般
の方々

0

(4)

障害福祉
啓発事業

①ガイド^Jり く―

が足りないキヤン

ペーンの開催

②重度知的障害者

の自立生活支援報

告会等の活動報告

③障害平等研

修の受託と主

催による実

施。 DET
フォーラムと

の連携。

④HP・ B:ogの運営

⑤Twiter・

Facebookの

'舌

用

2019年4月 1

日

から

2020年:3月 31

日

大田区及びそ
の周辺地域

3名 不特定多数
の地域一般
の方々

1130

(5)介
護人材の

育成に関

する事業

①ガイドヘル

バー養成講習の

開催と今後の検

討

2019年4月 1

日

から

20201F3月 31

日

大田区及びそ
の周辺地域

4名 不特定多数

の地域一般

の方々

0

(6)そ
の他

三浦半島での

福祉事業の展

開と全国での

活動。

2019年4月 1

日

から

2020年3月 31

日

全国、三浦市

及びその周辺

地域

1名 不特定多数
の地域一般
の方々

308



13 8

平 1年度 活動

2019年 4 月 1 日から  2020年  3 月 31 日まで

特定キ営利活動法人 風雷社中

(単位
科 目 金額

l 経常収益

1 受取会費
正会員受取会費

2 受取寄附金
受取寄附金

3 事業収益
障害者支援事業
利用者負担金
その他事業収入
障害福祉曽発事業(DET)

4 受取利息

経常収益 計

|1 経常費用

1 事業費

移動交通費 (事業)

事業諸費
当期事業責 計
合 計
事業費 計

2 管理費
給料 手当
法定福利費
業務委託費
通 信 費
三浦関連費
水道光熱費
旅費交通費
接待交際費
会 議 費

事務用消耗品費
備品消耗品費
地代 家賃
保 険 料
租税 公課
諸 会 費
支払手数料
管理 諸費
減価償却費
支払 利息
雑  費

管理費 計

経常収支差額

‖1経常外収益

経常外収益計
IV 経常外費用

経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期篠越正味財産額
次期繰越正味財産籠

21,000

764,163

70,462.057
795,882

3,774,024

1,323,147

48

77.140.321

2.809.135

323,302
94.411

917 713

73 13 73

917.713
917,713

55,665,845

5,455,918
1,152,692

098.429
7,844

312,314
2,765,002

5,0(Ю

l,149

11,836
2,466.242

2,317,055

304,145
120,855

47,000
680.060
835,970
15,397

126,636

224,004

2,009,135

(7.434.659)

`4.625524ヽ

)



書式第 15号 (法第 28条関係 )

2019年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営 活動法人

命  箱 小 針 ・ 合

2

(2)無形 定

(3) そ

現金預金
未収金
前渡金
仮払金

車両運搬具
什器備品

(1)

ソフトウェア
借地権

敷金
長期貸付金

3,501,667
11,443,583

303,000
101,450

11 [343_700

741,500

【A】 資 産 合 計 ①+②

長期借入金

2

未払金
預 り金

10,136,962
363,418

10.500_:襴0

6,032,000

1002
11 |_532_380

△3230313正 産

2.809.135

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 16,021,202

■●■

「

:ヨ巨】■:

畷圏日■■■ 耳棗F爾

tti

囚π

「「

■■■■■■

額
爾



"10年
度 計算書日の注配

活動法 人 口

r.rr-Attftt

af llloffE6. NPO* *tt*t QO1O+7 E?fA 20fi +11E208-IAiENPO*/(eh*+f[*) E r, r rr t r.
〈1)●匈贅壺の絆●二中及哺 口方法

摯当0し

(2)固定責壼の

"●
償却の方法

餞当なし

(3),1当全の計上薔,
餞当0し

(4)●餃|の過,等 0物的サービスを受けた場合の会,I燿
嬌当●し

(5)僣
露彗:罫躍会計理は、■さみ理によって̀

Ⅲ
す.

2.  ■彙月■童の状況

菫饉●凛よ■の物的サービスの■人の内餃
腋当0し

使建■が

“

的された■開全■の内訳

褻当なし

日定賣凛の増

"内
訳

麒当●し

,入金の増減内艘

饉当●し

役員及びその近曖
=と

の取引の内容

0当をし

科目
[■■,0●■

=―
卜7,― ,―W

'― '支

[●彙
中 :=", Ⅲ8■社薔発

● 菫

介巨人材0■晟
に口,● ●●

モ00目的ユ虔
0た めに●■● 事彙口円叶

'電
●円 合針

75.031.933

70412,0,7

3.″4.024

795.382

1,323.147

1.323.147

70462.057

3.774.024

796.382

1.23.147

76."5.110

48

785.211

21,∞0
7(H.160

21.m●

764.163

7o,462.057

3.774.02

795,32

`1.323.147

77.140.321

5●665.345

5,455.918
55665.“ 5

5“

“
.910 “

,“5845
5,455.918

61,121.760 61 121 .763 61.121.763

319.355

310055

614.780

160,74()

“
0"

251.346

1.1∞ .3∞

220.000

3“.338

“

.338

614.730

169.740

539.355

94.∞0
251.846

1.758.059

88,338

507.912

653.562

0`● 11

817.935

012.314

2.7651(Ю 2

5,“0
1,149

11.036

2.486.242

1,777.7(X

304,14S.

lm.3“
|

47.0001

588.0(〕 01

●41241
15.3971

1る .6361

224.0041

11.● 1."41

1.12,692

320,302

04■ 11

906.270

312.314

2.7● 6.002

5´Ю0
1.149

11,036

2.“6,242

2.017.055

004.145

120.355

47.000

030.060

335.9“

15.397

126,63●

224.034

13.200420
01,121.760 319,355 1.1".3田 0●0.3" 02.379● 22 11,451.3“ 74.331.186

1 饉力収五
:・  ■取含賣
2・  ■R書叶全
3. ロロな事口収入
4. ■0他事彙収入

口曹●支
'1■

彙収入
5  曼●利●収入

0〔1●入

饉常収菫叶
|1 経常費用
(:)人絆責

“

‖手当
X定相H■
■■,生費
人,■針

(2)そ の他饉賣
彙3晏r賣
31波洒■
,彙,1■

■僣■
ネ遭光薇費

"彙
交通■

拍時交朦彙
会n■
●●■籠品■
消
"昴

■
地代凛賃
保曖料
ヨ蜃公

“崎会,
支払い手■‖
●鴨口青費

"●
償却費

支仏い利t
彙彙
その他饉賣針

饉彎費用

"当日 罐 鸞増 菱 ● 2.∞ 0.105■■■■‖■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■

そ0他特定+営利清勁法人の■産、

"螢
及び正嗅財●0漱摯立びに正味財産の増

"の
状況奎晴らかにするためにあIな事項

●彙■と管理費の螢分方法

人件賣日住●●に応 して■●菫へ配分.そ の他饉■は■接経■1は それぞれの事業へ、口晨饉■は管理椰円へ彙詢 .

その他●●策に優 o■このな況

餃当なし



書式第 17号 (法第28条関係)

2019 年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非
.

勁法人

金| 

“

′lヽ   " 合   絆

1

1

金

金
金

成
成

助
助

210 115

その他

a

500

用分
用分

利

利

月

月

303.000
101.450

車両運搬具
事業用車両

什器備品
パソコン

見金

ぎ誓粋F3髪
l卜 銀行う

'ャ
ノヽ .

6,089,988
5,353,595

前渡金
仮払金

敷金
HAStNUMA―BASE
TRANSUT― YARD

390,000
300,000

32,693
1,258,181

678

評モ蓄二墓ニニ
__■_1__■ ,.‐ :

:E:'■■7.● |1奎 | し
`2堪

基 .|■
・`

【A】 資 産 合 計 ①+② 16.091.202
―

ロ

尊 :」

｀

':■

~`F‐
1■ _■■

‐
.■ -1‐

10,136,962
70,000

未払金

彙査曇像彙義望
社会保険料

預 り金
源泉徴収税
住民税

長期借入金
日本政策金融公庫
横浜信用金庫

76,918
286,500

=■

｀
/[i・■

'

3,782,000
2,250.000

,1,― r_.it t

【B-1】 負 債 合 計 ①+④ 16.602.380

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 -511.178
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子■噸目田凛圏蔭|:
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田嘔[斑11醐■■



書式第 18号 (法第 28条関係)

平成 31年 年間役員名簿

2019 4 月 1 日から 2020年  3 月 31 日まで

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

レ以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

口各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

特定非営利活動法人  風雷社中

″■
1,::

々
イコ

氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた
期  間

理事

ナカムラカズト

=ン

中村 和利

2018年 14月 1日

～2019年3月 31

日まで

な し

理事

タナカヨウスケ
田中 庸介

2018年4月 1日

～2019年3月 31

日まで

な し

理事

シノ八ラジュン
コ

篠原 純子

2018年4月 1日

～2019年3月 31

日まで

な し

理事

ニワノ タクト

庭野 拓人
2018年4月 1日

～2019年3月 31

日まで

な し

監事

ミズサワヒジリ

水澤 聖
2018年4月 1日

～2019年3月 31

日まで

な し



書式 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
201∝「 度

特定非営利活動法人 風雷社中

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 中村 和利

2 田中 庸介

3 篠原 純子

4 水澤 聖

5 竹嶋 聡

6 庭野 拓人

7 茂野 俊哉

8 中野 員弓

9 長嶋 葉子

1

0
鈴木 優

1

1

友清 佳央理

1

2
天田 有希子



氏   名 住 所 又 は 居 所

１

，

一
●

野田 隆

１

４
山田 悠平


